

























象集落である新穂大野区は、人口 437 人、世帯数 167 世











































果報告会にて発表。延べ 35 人の学生と教員が参加。 
 
【考察】１．住民の互助意識の涵養。「域学連携事業」で
平成 27 年度に行った住民アンケートでは、約 94％の住民
がお互いに助け合う必要性を感じている一方で、平成 28
年度のインタビュー調査では、「隣近所に頼める人はいな
い」などの一部結果から、近隣住民から手助けを頼むので
はなく、親戚を頼るという意見も根強く残っているため、
生活問題を身内（自助）だけで対応せず、互助意識を高め
集落内にＳＯＳを受け止める仕組みを作る必要があると
考えられる。２．サロン活動の活性化。活動を継続してい
くためには、若年層の参加を促すことが重要になると思わ
れる。この場合、下大野むつわ会サロンの運営方法が好事
例となる。集落内の婦人会、子ども会など既存組織による
実行委員会方式で運営されているため若年層の参加が見
込め、輪番制でプログラムを実施できることからリーダー
に大きな負担が掛からない点が参考になる。その他に介護
予防を意識した活動プログラムの導入が効果的である。３．
見守り・生活支援ネットワークの導入。認知症高齢者、一
人暮らし高齢者等を地域全体で支える意識が必要。今後増
加すると想定される認知症高齢者の徘徊問題を地域とし
てどのように捉え、対応するかを検討する必要がある。昨
年度、本年度と「お元気訪問」で挙げられた買い物弱者へ
の対応についても具体的な支援方策検討する必要がある。 
 
【結論】課題として、総合的な支え合いの仕組みを作るた
めには、これらを推進するための組織を新穂大野区内に作
る必要があると考えられる。例えば、福祉部や健康福祉部
などの名称を用いた地域福祉推進のための組織である。そ
の場合、民生委員・児童委員の協力を得ながら組織化する
ことが重要である。また、根源的な課題として、区長、副
区長、集落長が単年度で一斉交代する現行のシステムは、
区の方向性について中・長期的視点に立てないため、シス
テムそのものの是非を検討する必要があると思われる。 
